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第 1 章 . 重要な安全上の注意
こ こには、 ノー トブッ ク コンピュータを安全にご使用いただ く ための情報
が記載されています。 コンピュータに付属の説明書の記載事項に従い、 説
明書は保管して ください。 本書記載の内容によ って、 お客様のご購入契約
の条件や 「Lenovo 保証規定」 に影響する こ とはあ り ません。

お客様の安全が大切です。 当社は安全で性能の高い製品を製造しています。
しかし、 パーソナルコンピュータは電子デバイスです。 電源コー ド 、 電源
アダプタ、 その他の機構によ り 、 と く に誤用した場合などに、 危険な状態
が発生し、 けがや物的損害が発生する こ とがあ り ます。 これら の危険性を
減らすため、 本文書の以下の注意事項をし っか り守って ください。 製品に
付属する文書に記載される内容をし っか り お守り頂ければ、 危険から身を
守り 、 安全なコンピュータ作業環境を確立する こ とができます。

迅速な対応が必要な状況 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 

誤った使用法や不注意によって製品が損傷する こ とがあ り ます。 損傷の中
には、 点検し、 必要に応じて認定されたサービス代理店の修理を受けなけ
れば再使用できな く なる程重大な損傷もあ り ます。

すべての電子機器同様、 電源をオンにしている ときは十分注意して くださ
い。 非常に稀ですが、 異臭や煙、 あるいは火花が製品から発生する場合が
あ り ます。 また、 はじけるよ うな音、 割れる音、 シューとい う音が聞こえ
る場合があ り ます。 これら の状況は、 内部電子部品が安全で制御された状
態にないこ とを意味するだけの場合もあ り ます。 または、 潜在的に危険な
問題の兆候を示す場合もあ り ます。 いずれの場合も、 お客様ご自身で状態
や状況を判断しないよ う にして ください。 詳し く は、 カスタマーサポー ト
センターにお問い合わせ ください。 サービスおよびサポー ト の電話番号の
リ ス ト については、 http://consumersupport.lenovo.com/ で検索できます。

頻繁にコンピュータ及び部品を点検し、 損傷、 危険の兆候がないか確認し
て ください。 部品の状態について疑問がある場合は製品を使用しないで く
ださい。 製品の点検、 修理方法が知り たい場合は、 カスタマーサポー ト セ
ンターまたは製品の製造メーカーまでお問い合わせ ください。

万が一以下の状況が生じた り 、 製品の安全性に疑問が生じた場合は、 製品
の使用を中止し、 電源と通信ケーブルを外して、 カスタマーサポー ト セン
ターまでガイ ド を依頼して ください。
1



第 1 章 . 重要な安全上の注意
•  電源コー ド 、 プラグ、 電源アダプタ、 延長コー ド 、 過電流保護装置、 電源

の割れ、 破損、 損傷

•  過熱、 発煙、 火花、 発火の兆候

•  バッテ リ の損傷 （割れ、 傷、 折れ）、 バッテ リか ら の放電、 バッテ リへの

異物の蓄積

•  製品から割れる音、 シューとい う音、 はじけるよ うな音、 強い異臭が出る

とき

•  液体がこぼれた り 、 物体がコンピュータ、 電源コー ド 、 電源アダプタ上に

落下した兆候

•  コンピュータ、 電源コー ド 、 電源アダプタに水がかかったとき

•  製品を落と した りするなど破損させたとき

•  操作説明書に従っても製品が正常に機能しないとき

メモ ：Lenovo 社製以外の製品でこれらの状況に気が付いた場合 （延長コー ド

等）、 その製品のメーカーに問い合わせるまで、 または適切な交換品を入

手するまでは本製品を使用しないで ください。
2



第 1 章 . 重要な安全上の注意
安全ガイ ド ライン  - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 

常に次の注意事項を守り 、 怪我や製品の損傷の危険性を減ら して ください。

サービスおよびアップグレー ド

カスタマーサポー ト センターからの指示がない限り 、 またマニュアルに記
載のない限り 、 ご自身で製品の保守を試みないよ う にして ください。

CRU を交換する前には、 コンピュータの電源をオフにしてから 3 分から

5 分待ち、 コンピュータを冷却させてから カバーを開けて ください。

電源コー ドおよび電源アダプタ

製品製造メーカーが供給する電源コー ドおよび電源アダプタのを使用して
ください。 電源コー ド および電源アダプタは本製品のみで使用するよ う設
計されています。 他の製品では使用しないで ください。

電源コー ドは安全性が承認されている ものと します。 ド イツでは、
H05VV-F、 3G、 0.75 mm2、 またはそれ以上と します。 その他の国では、 適
切なタイプを使用して ください。

電源アダプタまたはその他のぶっ ったいに電源コー ド を巻きつけないで く
ださい。 コー ド に圧力がかか り 、 コー ド の擦り切れ、 割れ、 縮れが生じる
恐れがあ り ます。 これは安全性を低下させるものです。

電源コー ドやその他のケーブルは、 踏んだり 、 つまづいた り 、 物で挟んだ
り しないよ う に取り まわして ください。

メモ ：コンピュータの部品の中には、 お客様でアップグレー ド または交換する

こ とができるものがあ り ます。 お客様が取り付けられる交換部品は、 お

客様での取替え可能部品、 または CRU と呼びます。 Lenovo では、 お客

様に取り付けていただ く オプシ ョ ンおよび交換する  CRU については説明

書を添付しています。 部品の取り付けまたは交換をする場合は、 説明書

に従って作業して ください。 電源インジケータのオフ表示は、 製品の電

圧レベルがゼロになっている こ と を意味する とは限り ません。 AC 電源で

接続される製品から カバーを外す前には、 必ず電源をオフにし、 製品を

電源から外すよ う にして ください。
3



第 1 章 . 重要な安全上の注意
電源コー ドおよび電源アダプタに液体がかからないよ う にして ください。
例えば、 電源コー ド または電源アダプタを流し、 バスタブ、 ト イレの近く 、
または液体洗剤で掃除した床の上に置かないで ください。 液体がかかる と、
回路がシ ョ ー トする場合があ り 、 電源コー ド または電源アダプタが誤った
使用法によ り劣化している場合は特に生じやす く な り ます。 また、 液体が
電源アダプタの電源端子および / またはコネクタ端子にかかる と徐々に腐

食が生じ、 過熱を引き起こす可能性があ り ます。

電源コー ド と信号ケーブルは必ず正しい順序で接続し、 電源コー ド のコネ
クタがすべてし っか り完全に差し込み口に挿入されているか確認して くだ
さい。

AC 入力ピンで腐食が認められる電源アダプタ、 または AC 入力や電源アダ

プタで過熱 （プラスチッ クの変形等） の兆候がある ものは使用しないで く
ださい。

どち らかの端の電気接触部分で、 腐食またはオーバーヒ ッ ト の兆候が認め
られる電源コー ド 、 または電源コー ドが損傷している と思われる場合は使
用しないで ください。

延長コー ドおよび関連デバイス

使用する延長コー ド 、 過電流保護装置、 連続電力供給、 電源タ ップが、 本
製品の電気的要件に対応しているか確認して ください。 これら のデバイス
に負荷をかけ過ぎないで ください。 電源タ ップを使用する場合は、 電源
タ ップの入力定格値を超えないよ う にして ください。 電源負荷、 電源要件、
入力定格に関して質問がある場合は、 電気技師までお問い合わせ ください。

プラグおよびコンセン ト

コンピュータで使用しよ う とする差し込み口 （コンセン ト ） が、 破損また
は腐食している と思われる場合は、 資格を持った電気技師が交換するまで
コンセン ト は使用しないで ください。

プラグを曲げた り改良した り しないで ください。 プラグが破損した場合、
メーカーに連絡し交換品を入手して ください。

電力を多量に消費するその他の家庭用または商業用電気機器と  1 個のコン

セン ト を共有しないで ください。 電圧が不安定にな り 、 コンピュータ、
データ、 接続機器が損傷する恐れがあ り ます。
4



第 1 章 . 重要な安全上の注意
製品の中には三叉プラグが使用されているものもあ り ます。 このプラグは
接地されたコンセン ト のみに装着します。 これは安全機能です。 非接地コ
ンセン ト に挿入してこの安全機能を無効にしないで ください。 コンセン ト
にプラグを挿入できない場合は、 電気技師に認可済みコンセン ト アダプタ
を問い合わせるか、 この安全機能を有効にできるコンセン ト に交換して く
ださい。

コンセン ト に負荷をかけ過ぎないで ください。 総合システム負荷は、 分岐
回路定格の 80% 以下と して ください。 電源負荷、 分岐回路定格に関して質

問がある場合は、 電気技師までお問い合わせ ください。

使用する電源コンセン トが正し く配線され、 簡単にアクセスでき、 機器の
近く に位置するよ う にして ください。 コー ド に負荷がかかるため、 電源
コー ド を完全に伸ばさないで ください。

電源コンセン トが正しい電圧と電流を取り付け製品に提供している こ と を
確認して ください。

コンセン トへの機器の接続、 取り外しはゆっ く り行って ください。

電源の宣言

電源カバーを外した り 、 次のラベルが貼られている部分を外さないで くだ
さい。

このラベルが貼られているコンポーネン ト の内部には、 危険な電圧や電流
が流れています。 これらのコンポーネン ト内部の部品は修理できません。
この部分の部品に問題がある こ とが疑われたら、 サービス技術員までご連
絡ください。

外部デバイス

コンピュータの電源がオンになっている間は、 USB および 1394 ケーブル以

外の外付けデバイスケーブルの接続や切断を行わないで ください。 コン
ピュータが損傷するおそれがあ り ます。 取り付けデバイスを損傷させない
ためには、 コンピュータをシャ ッ トダウンして 5 秒以上待ってから外部デ

バイスを外して ください。
5



第 1 章 . 重要な安全上の注意
バッテリ

Lenovo 製のパソコンには、 コ イン型バッテリが使用されシステムク ロ ッ ク

を稼働させています。 さ ら に、 ノー ト型パソ コン等の多く のモバイル製品
では、 充電可能バッテリパッ クを使用しポータブルモー ドでもシステム電
源を供給する こ とができます。 お持ちの製品で使用する  Lenovo が提供する

バッテリは、 互換性テス ト済みであ り 、 認可済み部品のみと交換できます。

バッテ リ を開けた り修理しよ う と しないで ください。 バッテ リ をつぶした
り 、 穴を開けた り 、 焼却した り 、 金属接触部をシ ョー ト させた り しないで
ください。 バッテ リ に水等の液体をかけないで ください。 製品に付属する
説明書の指示をよ く守ってバッテ リパッ クを充電して ください。

バッテ リ の乱用または誤用によ り 、 バッテ リが過熱する場合があ り 、 その
結果バッテ リパッ クやコイン型バッテ リか らガスや火が発生する恐れがあ
り ます。 バッテ リが損傷した場合、 バッテ リ に放電が認められる場合、 ま
たはバッテ リ の リー ド線に異物が堆積している場合、 バッテ リ の使用を中
止し、 バッテ リ メーカーよ り交換品を入手して ください。

バッテ リは、 長期間未使用状態にしてお く と劣化します。 充電式バッテリ
の中には （特に リチウムイオンバッテ リ）、 放電状態でバッテ リ を使用しな
いでお く と、 バッテ リ のシ ョー ト の危険性が高く な り 、 バッテ リ の寿命低
下や安全性の低下につながる恐れがあ り ます。 充電式リチウムイオンバッ
テ リ を完全に放電させた り 、 それらのバッテ リ を放電状態で保管しないで
ください。

充電式バッテリ に関する注意事項

バッテリパッ クを分解または改良しよ う と しないで ください。 爆発した り 、
バッテ リパッ クから液体が漏れる恐れがあ り ます。 Lenovo 指定以外のバッ

テリパッ ク、 または分解、 改良されたバッテ リパッ クは、 保証対象外です。

充電式バッテ リパッ クを正しいものに交換しなかった場合、 爆発の危険性
があ り ます。 バッテ リパッ クには、 少量の有害物質が含まれています。 怪
我の危険性を減らすには ：

•  バッテ リ を交換する ときは、 Lenovo 推奨品をご使用ください。

•  バッテ リパッ クを火に近づけないで ください。

•  水や雨にさ ら さないで ください。

•  分解しよ う と しないで ください。

•  シ ョー ト させないで ください。

•  子供の手の届かないと こ ろに保管して ください。
6



第 1 章 . 重要な安全上の注意
•  バッテ リパッ クを落と さないで ください。

バッテ リパッ クをごみ廃棄場で処分されるごみと一緒に捨てないで くださ
い。 バッテ リ を廃棄する際は各地域の条例または規則に従って ください。

バッテ リパッ クを個別に保存する場合は、 10-35 °C の直射日光の当たらな

い乾燥した場所に保管して ください。 バッテ リ の寿命を延ばすには、
30% ～ 50% 程度に充電し、 3ヶ月ごとに再充電して、 過放電を防ぐこ と を

推奨します。

本システムは Lenovo が製造または認定したバッテリーのみをサポー ト して

います。 認定されていないバッテ リーを使用する と、 システムは起動しま
すがバッテ リーを充電しない場合があ り ます。

熱および製品換気

コンピュータ、 AC アダプタ、 多 く の付属品は、 電源のオン時およびバッテ

リ充電時に熱を発生させます。 ノー ト型パソ コンは、 サイズが小さいため、
発生させる熱量が大き く な り ます。 これら の基本的注意事項を必ず守って
ください。

•  コンピュータの電源をオンにしている とき、 またはバッテリ を充電中は、

ベース、 パームレス ト 、 その他の部分が熱く なる場合があ り ます。 手、 ひ
ざ、 その他の身体部分を長い時間にわたって動作中のコンピュータの熱い
部分に接触したままにしておかないで ください。 キーボー ド を使用する と
きは、 長時間パームレス ト に手を置いたままにしないで ください。 コン
ピュータは通常の動作中にもある程度熱を発生させます。 熱量はシステム
の作動量やバッテ リ充電レベルによ り変化します。 長時間にわた り身体の
部分に接触している と、 たとえ服の上から触れている場合でも、 不快感や
やけどの原因とな り ます。 パームレス ト か ら手を持ち上げてキーボー ド を
使用する手を定期的に休めて ください。 そして、 長時間キーボー ド を使用
しないよ う注意して ください。

•  可燃物質または爆発の危険性がある環境下でコンピュータを使用した り

バッテ リ を充電しないで ください。

•  製品には換気スロ ッ ト 、 フ ァ ン、 および / または放熱板が取り付けられ、

安全性、 快適性、 信頼性を実現しています。 これらの機能は、 製品をベッ
ド 、 ソ フ ァ、 カーペッ ト 、 またはその他の柔らかい面に置く と不意に妨害
される場合があ り ます。 これら の機能を妨害、 カバー、 無効にしないで く
ださい。
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第 1 章 . 重要な安全上の注意
•  コンセン ト と コンピュータに  AC アダプタを接続している ときは、 熱が発

生します。 使用中に体の一部に触れないよ う にアダプタを設置して くださ
い。 AC アダプタを体を暖める目的でしよ う しないで ください。 長時間に

わた り身体の部分に接触している と、 たとえ服の上から触れている場合で
も、 やけどの原因とな り ます。

安全のため、 コンピュータを使用する際はこれらの基本的注意事項を必ず
守って ください。

•  コンピュータがコンセン ト に接続されている状態のときは、 カバーを開け

ないで ください。

•  埃が堆積していないかコンピュータの外側を定期的に点検して ください。

•  通気口やベゼルの穴の埃を取り除いて ください。 埃が多い場所、 または交

通量が多い場所でコンピュータを使用する場合は、 ク リーニングの頻度を
増やす必要がある場合があ り ます。

•  換気口を狭めた り塞いだり しないで ください。

•  家具の中でコンピュータを使用しないで ください。 過熱の危険性が高まる

恐れがあ り ます。

•  コンピュータ内に入る空気の温度は 35 °C までと して ください。

CD および DVD ド ライブの安全性

CD および DVD ド ラ イブは高速でディ スクを回転させます。 CD または 
DVD が割れていた り物理的に破損している場合、 CD ド ラ イブの使用中に

ディ スクが壊れた り、 砕けた りする可能性があ り ます。 このよ うな現象か
ら身を守るため、 およびコンピュータへの損傷の危険性を減らすため、 次
のこ と を行って ください。

•  CD/DVD ディ スクは必ず付属のパッケージに保管する。

•  常に、 CD/DVD ディ スクは直射日光が当たらず、 直接の熱源から離して

保管する。

•  コンピュータを使用していないときに  CD/DVD ディ スクを取り出す。

•  CD/DVD ディ スクを曲げた り 、 コンピュータやパッケージに無理に入れ

よ う と しない。

•  使用前に  CD/DVD ディ スクが割れていないかチェ ッ クする。 割れた り破

損したディ スクは使用しない。
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第 1 章 . 重要な安全上の注意
レーザーの準拠宣言

モデルによ っては、 工場出荷時に  CD または DVD ド ラ イブが搭載されてい

るパソ コンもあ り ます。 CD および DVD ド ラ イブは別売りでも販売されて

います。 CD および DVD ド ラ イブはレーザー製品です。 ド ラ イブの分類ラ

ベル （下記のとお り ） は ド ラ イブの表面に貼られています。

CLASS 1 LASER PRODUCT
LASER KLASSE 1
LUOKAN 1 LASERLAITE
APPAREIL A LASER DE CLASSE 1
KLASS 1 LASER APPARAT

ラベルの例

これらの ド ラ イブは、 米国保健社会福祉省連邦規制基準 21 （DHHS 21 
CFR）、 J 節で、 ク ラス  1 レーザー製品の要件に適合している こ とが証明さ

れています。 他の地域では、 これらの ド ラ イブは、 国際電気標準会議
（IEC） 60825-1 および CENELEC EN 60825-1 でク ラス  1 レーザー製品の要

件に適合している こ とが証明されています。

ク ラス  1 レーザー製品は危険性がないも と してみなされます。 レーザーシ

ステムおよび光学ス ト レイージ ド ラ イブの設計によ り 、 通常の使用、 メン
テナンス、 修理ではク ラス  1 を超えるレーザー光には暴露されないよ う に

なっています。
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第 1 章 . 重要な安全上の注意
CD または DVD ド ラ イブをインス ト ールしたときは、 次の取り扱い注意事
項に従って ください。

こ こ に記載されないコン ト ロールの使用、 調整、 手順の実行を行う と放射
線に暴露する危険があ り ます。

ド ラ イブカバーを外さないで ください。 CD または DVD ド ラ イブのカバー

を外すと、 レーザー光に暴露する危険があ り ます。 CD または DVD ド ラ イ

ブの中には修理できる部品はあ り ません。

CD および DVD ド ラ イブのなかには、 ク ラス  3A またはク ラス  3B 半導体
レーザー が使用されている ものもあ り ます。 次の事項に注意して くださ
い。

光線を見つめた り 、 光学装置を直接見た りせず、 光線に直接暴露しないよ
う にして ください。

電流の安全性に関する情報

電源、 電話、 通信ケーブルから流れる電流は危険です。 感電を防ぐには ：

•  雷雨の際はコンピュータを使用しないで ください。

•  激しい雷雨の際はケーブルの接続や取り外しは行わず、 本製品の取り付

け、 メンテナンス、 再設定は行わないで ください。

•  電源コー ドはすべて適切に配線され接地されたコンセン ト に接続して くだ

さい。

•  本製品に接続する機器は適切に配線されたコンセン ト に接続して くださ

い。

•  可能な限り、 信号ケーブルを接続、 取り外すときは片手で行って くださ

い。

•  発火、 水との接触、 構造的損傷がある機器の電源はオンにしないで くださ

い。

•  設置および構成の手順でと く に指示がない限り 、 接続された電源コー ド 、

バッテ リパッ ク、 およびすべてのケーブルを取り外してから、 デバイスの
カバーを開けて ください。

•  カバーを閉じてから コンピュータを使用して ください。 カバーを開けたま

まコンピュータを使用しないで ください。

•  本製品または接続デバイスのカバーの取り付け、 移動、 開放時には、 次の

手順に記載される とお り にケーブルの接続、 取り外しを行って ください。
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第 1 章 . 重要な安全上の注意
接続 ：

1.すべての電源をオフにする。

2.最初に、 すべてのケーブルをデバイスに接続する。

3.信号ケーブルをコネクタに接続する。

4.電源コー ド をコンセン ト に挿入する。

5.デバイスをオンにする。

取り外し ：

1.すべての電源をオフにする。

2.最初に、 コンセン ト から電源コー ド を抜く 。

3.コネクタから信号ケーブルを抜く 。

4.デバイスからすべてのケーブルを外す。

Lenovo コンピュータに接続されたその他のすべての電気ケーブルを取り付

ける前に、 電源コー ドは壁のコンセン ト またはレセプタクルから外して く
ださい。

その他すべての電気ケーブルをコンピュータに接続した後のみ、 電源コー
ドは壁コンセン ト またはレセプタクルに再接続する こ とができます。

液晶ディスプレイ （LCD） に関する注意事項

水銀を含む蛍光灯を使用する製品 ： （非 LED LCD）。

液晶ディ スプレイの蛍光灯には水銀が含まれています。 各地域、 州、 また
は連邦規則に従って処分して ください。

LCD はガラス製で、 コンピュータを雑に取り扱った り落と した りする と、

LCD が破損する恐れがあ り ます。 LCD が破損し、 内部の液体が目に入った

り手に付いた り した場合、 すぐに  15 分以上水でその部分を洗い流して くだ

さい。 洗った後に何らかの症状がある場合は医師に相談して ください。

ヘッ ドホンまたはイヤホンを使用する

コンピュータにヘッ ドホンコネクタおよび音声出力コネクタの両方がある
場合、 ヘッ ドホン （ヘッ ド セッ ト と も呼ばれる） またはイヤホンにはヘッ
ドホンコネクタを必ず使用して ください。

イヤホンおよびヘッ ドホンで大音量で聞いている と聴覚障害が起きる可能
性があ り ます。 イ コ ライザーを最大に調整する と、 イヤホンとヘッ ドホン
出力電圧が上がり、 音圧レベルも上昇します。
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第 1 章 . 重要な安全上の注意
ヘッ ドホンやイヤホンを大音量で長時間使用し続けた場合、 ヘッ ドホンま
たはイヤホンコネクタが EN 50332-2 に準拠していない場合危険です。 お持

ちのコンピュータのヘッ ドホン出力コネクタは、 EN 50332-2 従属節 7 に準

拠しています。

この仕様では、 コンピュータの最大広帯域真 RMS 出力電圧を  150 mV に制

限しています。 聴覚障害を防止するため、 使用するヘッ ドホンまたはイヤ
ホンが 広帯域特性電圧 75 mV で EN 50332-2 （第 7 節制限） に準拠してい

る こ と を確認して ください。 EN 50332-2 に準拠しないヘッ ドホンを使用す

る と、 過剰な音圧レベルによ り危険が生じる恐れがあ り ます。

お持ちの  Lenovo コンピュータに、 ヘッ ドホンまたはイヤホンが付属してい

る場合、 ヘッ ドホンまたはイヤホンと コンピュータの組み合わせは、 すで
に  EN 50332-1 の仕様に準拠しています。 別のヘッ ドホンまたはイヤホンを

使用する場合は、 EN 50332-1 （第 6.5 節 制限値） に準拠している こ と を確

認して ください。 EN 50332-1 に準拠しないヘッ ドホンを使用する と、 過剰

な音圧レベルによ り危険が生じる恐れがあ り ます。

その他の安全性に関する情報

プラスチッ クバッグは危険のも とです。 誤って飲み込み窒息しないよ う に、
プラスチッ クバッグは幼児や子どもの手の届かないと こ ろに置いて くださ
い。

（オース ト ラ リ アのユーザー向けの安全注意事項）

タブレ ッ ト モー ド中は電話線を接続しないで ください。

（米国のユーザー向けの注意事項）

本製品のコー ド または本製品用に販売される付属品のコー ド を取り扱う際
は、 カ リ フ ォルニア州で発がん、 出生異常、 その他の生殖への危害が認め
られる鉛に暴露します。 取り扱い後は手を洗って ください。

（独立国家共同体の  GOST 規格準拠マーク）
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第 2 章 . ご使用とお手入れ
コンピュータのお手入れ - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 

コンピュータは、 通常の作業環境では安全に機能するよ う に設計されてい
ますが、 常識的に考えて扱う必要があ り ます。 次に、 コンピュータを最大
限に快適に使用するための重要なヒン ト を示します。

作業する場所と方法

• キーボー ド の上で食べた り喫煙した り しないで ください。 キーボー ド の中
に落下した粒子が損傷の原因となる場合があ り ます。

• ビニール袋による窒息の危険を避けるため、 梱包材はお子様の手が届かな
いと こ ろに置いて ください。

• コンピュータは、 磁石、 作動している携帯電話、 電化製品、 スピーカーな
どから離して置いて ください （13 cm の範囲内）。

• コンピュータを極端な温度環境 （5 ℃ 以下、 35 ℃ 以上） 下に置かないで く

ださい。

• ポータブルデスク ト ップフ ァ ンや空気清浄機などの電化製品には、 マイナ
スイオンを発するものがあ り ます。 コンピュータを、 このよ うな電化製品
の近く に置いて長時間にわたってマイナスイオンにさ らすと、 静電気的に
帯電される こ とがあ り ます。 この帯電は、 キーボー ド に触れたときに手を
通して放電されます。 または、 コ ンピュータの部品や、 コンピュータに接

続されているコネクタや I/O デバイスを通して放電されます。 この種の静

電放電 （ESD） は、 人体や服から コンピュータへの放電とは対極的なもの

ですが、 同様にコンピュータの誤動作が生じるおそれがあ り ます。

コンピュータは、 静電気からの影響を最小限に留めるよ う に設計、 製造さ
れています。 しかしながら、 静電気がある限度以上になる と、 ESD の危
険が高ま り ます。 そのため、 マイナスイオンを発する電化製品の近く でコ
ンピュータを使用する ときは、 次の点に十分に注意して ください。

- マイナスイオンを発する電化製品からの空気に、 コンピュータを直接さ
ら さないで ください。

- このよ うな電化製品からなるべ く離れた場所にコンピュータや周辺機器
を保管して ください。

- できる限り 、 コンピュータを接地して安全な静電放電が行われるよ う に
して ください。
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静電気に対する注意

オプシ ョ ンまたは CRU を取り扱うか、 コンピュータ内部の作業を行う と
きは、 静電気による損傷を避けるために以下の予防措置を講じて くださ
い。

- 動作を制限する。 動く と、 周囲に静電気が蓄積される こ とがあ り ます。

- コンポーネン ト は常に注意して取り扱う。 アダプタ、 メモ リモジュー
ル、 およびその他の回路ボー ド を取り扱う ときは、 端を持って くださ
い。 剥き出しになった回路には決して手を触れないで ください。

- 他の人がコンポーネン ト に触れないよ う にする。

- 静電気に弱いオプシ ョ ンまたは CRU を取り付ける際には、 部品が入っ
ている静電気防止パッケージを、 コンピュータの金属の拡張スロ ッ ト カ
バー、 またはその他の塗装されていない金属面に  2 秒間以上接触させ
る。 これによ って、 パッケージや人体の静電気を放電する こ とができま
す。

- 可能であれば、 静電気に弱い部品は、 静電気防止パッケージから取り出
したら、 下に置かずに取り付ける。 これができない場合は、 静電気防止
パッケージを平らな場所に置き、 その上に部品を置く よ う にして くださ
い。

- コンピュータのカバーやその他の金属面の上に部品を置かないよ う にす
る。

コンピュータをやさし く取り扱う

• ディ スプレイ とキーボー ド の間や、 キーボー ド の下に、 物 （紙を含みます）
を置かないよ う にして ください。

• コンピュータ、 ディ スプレイ、 外部デバイスに対し、 重い物を落と した り 、
ぶつけた り 、 載せた り しないで ください。 また引っか く 、 変形させる、 打

つ、 揺らす、 押す、 など も行わないで ください。

• ディ スプレイを  130° 以上回転させないで ください。
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コンピュータを適切に持ち運ぶ

• コンピュータを移動する ときは、 必ず、 事前にすべてのメディ アを取り外
し、 接続しているデバイスの電源を切断して、 コー ドやケーブルを外して
ください。

• 移動する前に、 コンピュータをス リープモー ドか休止モー ド にするか、 電
源を切断して ください。これによ り 、ハー ドディ スク ド ラ イブの損傷やデー
タの損失を防ぐこ とができます。

• デ ィ スプレ イ を開いた状態でコ ンピ ュータ を持ち上げる と きは、 コ ン
ピュータの底部を持って ください。 ディ スプレイを持ってコンピュータを
持ち上げないよ う にして ください。

• 十分なク ッシ ョ ン機能と保護機能を提供する、 良質な携帯用ケースを使用
して く ださい。 荷物をた く さん詰め込んだスーツケースやバッグに コ ン
ピュータを入れないよ う にして ください。

屋外での使用

• コンピュータを屋外に持ち出すときには、 事前に、 重要なデータのバッ ク
ア ップを取って ください。

• バッテリがフル充電されている こ と を確認して ください。

• 電源を切断し、 LCD をきちんと閉めたこ と を確認して ください。

• コンピュータを車の中に置いたままにする ときは、 ばらばら にな らないよ
う に後部座席に置いて ください。

• コンピュータ と共に、 AC アダプタ と電源コー ド を持ち運んで ください。

記憶メディアと ド ライブを適切に扱う

• コンピュータに光ド ライブが付属している場合、 ディ スクの表面や ト レイ
のレンズに触れないで ください。

• CD や DVD が光ド ラ イブ中央にあるピボッ ト に収ま ってから （カチッ と音

がしてから） ト レイを閉じて ください。

• ハー ドディ スクを取り付ける ときは、ハー ド ウェアに付属の説明書に従い、
必要でない限り 、 デバイスに力をかけないよ う にして ください。
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データの安全性

• 不明なフ ァ イルを削除した り 、 ご自分で作成したものでないフ ァ イルまた
はデ ィ レ ク ト リ の名前を変更し ないで く だ さ い。 そ う し ない と、 コ ン

ピュータソフ ト ウェアが作動しな く なる場合があ り ます。

• ネッ ト ワーク リ ソースにアクセスする と、 コンピュータがウイルス、 ハッ
カー、 スパイウェア、 およびその他の悪意ある活動の対象とな りやす く 、
結果と してコンピュータ、 ソ フ ト ウェア、 またはデータが損傷するおそれ
があ り ますので、 ご注意ください。

• フ ァ イアウォール、 ウイルス対策ソフ ト ウェア、 およびスパイウェア対策
ソフ ト ウェアによ って十分な保護を確保し、 これら のソフ ト ウェアを最新
の状態に保持するのは、 お客様の責任において行って ください。

パスワー ドの設定

• パスワー ド を忘れないよ う にして ください。 ハー ドディ スクのスーパーバ
イザパスワー ドやユーザーパスワー ド を忘れた場合、 Lenovo 認定のサー

ビス代理店がパスワー ド を リ セッ トする こ とはしません。 システムボー ド

またはハー ドディ スク ド ラ イブの交換が必要になる こ とがあ り ます。

コンピュータカバーのク リ ーニング

ときどき、 コンピュータを次のよ う にク リーニングします。

1 低刺激の台所用洗剤 （研磨剤や、 酸やアルカ リ などの強い薬品を含まな

いもの） の混合液体を用意します。水 5 : 洗剤 1 の割合で混ぜ合わせます。

2 希釈した洗剤をスポンジに含ませます。

3 スポンジを絞って余分な水分を取り除きます。

4 スポンジを円を描く よ う に動かしてカバーをふき取り ます。 余分な水分

が滴り落ちないよ う に気を付けて ください。

5 表面を拭いて、 洗剤をふき取り ます。

6 スポンジを流水で洗います。

7 きれいなスポンジでカバーをふき取り ます。

8 乾いた柔らかい布を使用して、 も う一度表面をふき取り ます。
16
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9 表面が完全に乾く のを待ってか ら、 コ ンピュータの表面から布の繊維を

取り除きます。

コンピュータキーボー ドのク リ ーニング

1 摩擦用イソプロピルアルコールを、 ほこ り の付いていない柔らかい布に

含ませます。

2 キー ト ップの表面を、 この布でふき取り ます。 キーは 1 つずつふき取り

ます。 一度に複数のキーをふき取る と、 隣接するキーに布が引っかかっ
てキーが損傷する こ とがあ り ます。 キーの上や、 キーの間に、 水分が滴
り落ちないよ う に気を付けて ください。

3 乾かします。

4 キーの下にあるごみやほこ り を取り除 く のに、 ブラシ付き送風機や、 ヘ

ア ド ラ イヤの冷気を使用できます。

コンピュータディスプレイのク リ ーニング

1 乾いた柔ら かい布を使用して、 ディ スプレ イをやさ し く ふき取り ます。

ディ スプレイに引っ掻いたよ うな跡がある場合は、 カバーを外側から押
した と きにキーボー ド が当た ってついた汚れである こ とが考え られま
す。

2 乾いた柔らかい布を使用して、 その汚れをやさ し く ふき取り ます。

3 汚れが落ちない場合は、 水、 または水と イソプロピルアルコールを  1 対
1 の割合で混ぜ合わせた液体 （不純物を含まないもの） で柔らかい布を湿

らせます。

4 できる限り強く絞り ます。 も う一度、 ディ スプレイをふき取り ます。 コン

ピュータに水分が滴り落ちないよ う に気を付けて ください。

5 ディ スプレイを再度ふき取り ます。 コ ンピュータに液体が落ちないよ う

にして ください。

6 ディ スプレイが乾く のを待って、 閉じます。

メモ ：コンピュータのク リーニングを行う前に、 コンピュータをシャ ッ トダウ
ンし、 電源コー ド を外して ください。

メモ ：ディ スプレイやキーボー ド にク リーナーを直接吹き付ける こ とはしない
で ください。
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その他の重要なヒン ト

• バッテ リパッ クをごみ廃棄場で処分されるごみと一緒に捨てないで くださ
い。 バッテ リ を廃棄する場合は、 地方自治体の条例または規則、 およびお
客様の会社の安全標準に従って ください。

• Lenovo 製品を登録して ください （次の  Web ページを参照して ください :
http://consumersupport.lenovo.com）。 登録していただ く と、 損失や盗難

の際に、 コンピュータがお手元に戻って く るよ う にお手伝いできます。 ま
た、 Lenovo か ら、 技術情報やア ップグレー ド に関するお知らせをお送り

いたします。

• コンピュータの分解や修理は、 認定された Lenovo 修理技術員に依頼して

ください。

• ディ スプレイを開いたまま、 または閉じたままの状態で維持するために、
ラ ッチを改造した りテープで留めた り しないで ください。

• AC アダプタを差し込んだ状態でコンピュータをひっ く り返した り しない

でして ください。 アダプタプラグが破損する こ とがあ り ます。

• デバイスを交換する ときには、 コ ンピュータの電源を切断して く ださい。

または、 デバイスがウォームスワ ップまたはホッ ト スワ ップの状態である
こ と を確認して ください。

• 次のデバイスを取り付ける前に、金属面や接地した金属に触って ください。
身体にある静電気が軽減されます。 静電気によってデバイスが損傷する こ
とがあ り ます。

- メモ リ カー ド （SD カー ド 、 メモ リ ステ ィ ッ ク、 マルチメディ アカー ド 、
メモ リ ステ ィ ッ ク  Pro カー ド など）。

- メモ リモジュール

• SD カー ド などのフ ラ ッシュ メディ アカー ド との間でデータを転送する と

きは、転送が完了するまで、コンピュータをス リープモー ド または休止モー
ド にしないで ください。 これら のモー ド にする と、 データが損傷する こ と
があ り ます。
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ユーザー補助と快適性 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 

人間工学的な情報

仮想オフ ィ スで仕事をする こ とは、 頻繁に変わる環境に適応する こ とが言
外に含まれる こ とがあ り ます。 い く つかの単純なルールに従う こ とで、 物
事を簡単にし、 コンピュータから最大の恩恵を得る こ とができるよ う にな
り ます。 たとえば適切な照明や座り方などの、 基本的なこ とに注意する と、
パフ ォーマンスを改善し、 よ り快適に過ごすこ とができます。

旅行のときは

移動中または形式張らずにコンピュータを使用する場合の、 人間工学的に
みて最適な姿勢について説明する こ とは難しいかも しれませんが、 形式に
かかわらず、 こ こで挙げた、 できるだけ多く のヒン ト を試してみて くださ
い。 たとえば、 正しい姿勢で座り、 十分な照明の下で作業をする と、 快適
さ とパフ ォーマンスについて期待するレベルを維持するのに役立ちます。

視力に関する問題

コンピュータのディ スプレイ画面は、 最高水準を満たすよ う に設計されて
お り 、 明瞭かつ鮮明なイメージや、 大型で輝度の高いディ スプレイを提供
し、 見やす く なっています。 眼にも優し く設計されています。 当然ながら、
長い時間、 集中して眼を使う と疲れます。 眼の疲れや視覚的な不快感を感
じた場合は、 視力の専門医に相談して ください。

メモ ： こ こに挙げる例では、 従来型の設定で作業する人を取り上げています。
従来型でない、 形式張らずに作業する場合でも、 こ こで示すヒン ト の多
く は役に立ちます。 良い習慣をつける と、 それは効果となって表れます。
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メンテナンス   - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 

コンピュータを所有する うえで、 メンテナンスを行う こ とは重要です。 適
切に手入れする と、 よ く ある問題を避ける こ とができます。 次に、 コン
ピュータを順調に動作させるのに役立つ情報を提供します。

メンテナンスに関する一般的なヒン ト

1 ときどき、 ハー ドディ スク ド ラ イブの容量を確認して く ださい。 ハー ド

ディ スク ド ラ イブがいっぱいにな り過ぎる と、 OS の動作速度が低下し、

問題が生じる こ とがあ り ます。

2 定期的にごみ箱を空にします。

• ディ スクの空き領域を増やすには、 使用しないアプリ ケーシ ョ ンプログラ
ムをアンインス ト ールします。

• 電子メールのク ラ イアン トプログラムから、 受信ト レイ、 送信済み、 ごみ
箱フ ォルダを空にします。

• 少な く と も週に  1 回、 データのバッ クア ップを行う よ う にします。 重要な

データがあ る場合は、 日次バ ッ ク ア ッ プを行 う こ と を お勧め し ます。
Lenovo には、 コ ンピュータで利用できるバッ クア ップオプシ ョ ンが数多

く用意されています。 CD-RW ド ラ イブ及び CD-RW/DVD ド ラ イブは、 大

部分のコンピュータで利用でき、 簡単にインス ト ールできます。

• システム リ ス ト アを使用するか、 スケジュールを設定して、 定期的にシス
テムのスナップシ ョ ッ ト を撮り ます。

• 必要に応じて、 デバイス ド ラ イバと  BIOS を更新します。

• http://consumersupport.lenovo.com でマシンのプロフ ァ イルを登録し、

現在の ド ラ イバと リ ビジ ョ ンが最新の状態になるよ う にします。

• その他の  Lenovo 以外のハー ド ウェアについて、 デバイス ド ラ イバを最新

の状態に保ちます。 デバイス ド ラ イバを更新する前に、 互換性や既知の問
題について、 リ リ ース ノー ト を読むこ と をお勧めします。

• 記録を保管します。 記録する内容には、 ハー ド ウェアやソフ ト ウェアの主
要な変更、 ド ラ イバの更新、 発生した問題とその解決方法について含める
こ と をお勧めします。

メモ ：新規ド ライバのインス ト ール、 ソフ ト ウェアの更新、 または新規ソフ ト
ウェアのインス ト ールを行う ときは、 必ず、 事前に、 システムのスナッ
プシ ョ ッ ト を撮って ください。
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• 必要であれば、お住まいの国のカスタマーサポー ト センターを次の  Web ア
ド レス  http://consumersupport.lenovo.com で検索できます。

カスタマーサポー ト センターに電話を掛ける ときは、 マシンのタイプ、 モ
デル、 シ リ アル番号を用意し、 コンピュータが近く にあるよ う にして くだ
さい。 また、 コンピュータにエラーコー ドが表示される場合は、 エラー画
面を保存するか、 メ ッセージを書き留めてお く と参考にな り ます。
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ヘルプ、 サービス、 または技術的な支援を必要と されるお客様や、 Lenovo 
コンピュータに関する詳しい情報を必要と されるお客様のために、 Lenovo 
はさまざまなサービスを用意しています。 こ こでは、 Lenovo コンピュータ

に関する追加情報の入手先、 コンピュータに問題が起きたときの対処方法、
サービスが必要なときの連絡先を説明します。

Microsoft Service Pack は、 Windows 製品アップデー ト用の最新ソフ ト ウェ

アソースです。 これは、 Web からダウンロー ド （接続料がかかる場合あ り ）

するかディ スクよ り入手する こ とができます。 詳細と リ ンクに関しては、
Microsoft 社の  Web サイ ト （http://www.microsoft.com/） へアクセスして

ください。 Lenovo による初期インス ト ール済み Windows 製品のサービス

パッ クのインス ト ールが必要な場合やインス ト ールに関する質問がある場
合は、 Lenovo の技術支援をご利用いただけます。
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Web でのヘルプの利用  - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 

WWW の Lenovo Web サイ ト には、 Lenovo コンピュータおよびサポー ト に

関する最新情報が掲載されています。 Lenovo 製コンピュータのサポー ト情報

は、 http://consumersupport.lenovo.com よ り ご確認頂けます。 問題の解決

方法、 コンピュータの新しい使い方、 Lenovo コンピュータをさ ら に使いやす

くするオプシ ョ ンについて調べるには、 この Web サイ ト をご覧ください。

カスタマーサポー トセンターに電話をかける  - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 

お客様がご自身で問題を解決しよ う と した後に、 やは りヘルプが必要と
なった場合、 保証期間中であれば、 カスタマーサポー ト センターから電話
によるヘルプを利用し、 情報を入手できます。 保証期間中は、 次のサービ
スをご利用いただけます。

• 問題判別 : ハー ド ウェア障害が発生しているかど うかを判断し、 問題を解

決するために必要な処置を決定できるよ う に、 ト レーニングを受けた担当
者がお客様を援助します。

• Lenovo ハー ド ウェアの修理 : 問題が保証期間中の Lenovo ハー ド ウェアに

よる ものと判断された場合、 ト レーニングを受けたサービス担当者が必要
に応じたサービスを提供します。

• 技術変更の管理 : 製品の販売後に、 変更が必要になる場合があ り ます。

Lenovo または Lenovo ビジネスパー ト ナーは、お客様のハー ド ウェアに適

用可能な技術変更 （EC） を行います。

以下の項目は保証の対象外です。

• Lenovo によ って製造されていない部品や Lenovo 用に製造されていない

部品、 または保証対象外の部品の交換または使用

• ソフ ト ウェアの問題の原因の識別

• デバイス ド ラ イバの変更、 修正、 またはア ップグレー ド

• ネッ ト ワークオペレーティ ングシステム（NOS）のインス ト ールおよび保守

• アプリ ケーシ ョ ンプログラムのインス ト ールおよび保守

メモ ：お使いの Lenovo ハー ド ウェア製品が保障期間中であるか、 いつ保証期

限が切れるかを確認するには、 http://consumersupport.lenovo.com を
参照して ください。
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Lenovo ハー ド ウェアの保証書で、 Lenovo の保証条項の詳細をよ く お読み

ください。 保証サービスを受けるには、 購入を証明する書類を必ず保管し
ておいて ください。

電話中、 技術支援担当者がコンピュータの問題の解決を一刻も早く お手伝
いできるよ う、 できるだけコンピュータの近く にいて ください。 電話され
る前に、 最新の ド ラ イバとシステムア ップデー トがダウンロー ド されてい
る こ と を確認し、 情報を記録したメモをお手元に用意して ください。 技術
支援に電話される ときは、 次の情報を用意しておいて ください。

• マシン番号およびモデル

• コンピュータのシ リ アル番号と購入を証明する書類

• 問題の説明

• システムのハー ド ウェアおよびソフ ト ウェアの構成情報

メモ ：カスタマーサポー ト センターの電話番号と営業時間の最新リ ス ト につい
ては、 http://consumersupport.lenovo.com/ へアクセスして ください。

お住まいの国または地域の番号が記載されていない場合は、 Lenovo ビジ

ネスパー ト ナーまたは Lenovo の営業担当者にお尋ねください。
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海外でのヘルプの利用 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 

旅行にコンピュータを携帯した り 、 お使いの  Lenovo マシン番号 （タイプ）

が販売されている国にコンピュータを持ち込まれた りする場合、 国際保証
サービスを利用できる可能性があ り ます。 この場合、 保証期間を通して保証

サービスを受ける資格が自動的に付与されます。 サービスは、 保証サービ
スを行う許可を得たサービス提供業者が行います。

サービスの方式と手順は国によ って異な り 、 国によ って利用できないサー
ビスもあ り ます。 一部の国のサービスセンターでは、 特定のマシン番号の
特定のモデルに対してサービスを提供できない場合もあ り ます。 サービス
提供時に料金や制限が適用される国もあ り ます。

メモ ：お使いのコンピュータが国際保証サービスの対象かど うか、 およびサー
ビスを利用できる国の リ ス ト を確認するには、
http://consumersupport.lenovo.com/ で検索できます。
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付録 A. 特記事項
特記事項  - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 

本書に記載の製品、 サービス、 または機能が日本においては提供されてい
ない場合があ り ます。 日本で利用可能な製品やサービスについては、 レ ノ
ボ ・ ジャパンの営業担当員にお尋ね ください。 本書で Lenovo 製品、 プロ
グラム、 またはサービスに言及していても、 その Lenovo 製品、 プログラ
ム、 またはサービスのみが使用可能である こ と を意味するものではあ り ま
せん。 これら に代えて、 Lenovo の知的所有権を侵害する こ とのない、 機能
的に同等の製品、 プログラム、 またはサービスを使用する こ とができます。
ただし、 Lenovo 以外の製品とプログラムの操作またはサービスの評価およ
び検証は、 お客様の責任で行っていただきます。

Lenovo は、 本書に記載されている内容に関して特許権 （特許出願中のもの
を含む） を保有している場合があ り ます。 本書の提供は、 お客様にこれら
の特許権について実施権を許諾する こ と を意味するものではあ り ません。
実施権についてのお問い合わせは、 書面にて下記宛先にお送り く ださい。

Lenovo (United States), Inc.
1009 Think Place - Building One
Morrisville, NC 27560
U.S.A.
注意 ： Lenovo Director of Licensing

LENOVO は本書を 「現状のまま」 で提供し、 明示または黙示を問わず、 特
定目的への非侵害、 商品性、 または適合性を含むがそれに限られない、 い
かなる保証も行わないものと します。 国または地域によ っては、 法律の強
行規定によ り 、 保証責任の制限が禁じ られる場合、 強行規定の制限を受け
る ものと します。

この情報には、 技術的に不適切な記述や誤植を含む場合があ り ます。 本書
は定期的に見直され、 必要な変更は本書の次版に組み込まれます。 Lenovo 
は予告なしに、 随時、 この文書に記載されている製品またはプログラムに
対して、 改良または変更を行う こ とがあ り ます。
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付録 A. 特記事項
本書で説明される製品は、 誤動作によ り人的な傷害または死亡を招く可能
性のある移植またはその他の生命維持アプリ ケーシ ョ ンで使用される こ と
を意図していません。 本書に記載される情報が、 Lenovo 製品仕様または保
証に影響を与える、 またはこれら を変更する こ とはあ り ません。 本書にお
けるいかなる記述も、 Lenovo あるいは第三者の知的所有権に基づ く明示ま
たは黙示の使用許諾と補償を意味するものではあ り ません。 本書に記載さ
れるすべての情報は、 特定の環境において得られたものであ り 、 例と して
提示されます。 他の稼働環境では、 結果が異なる場合があ り ます。

Lenovo は、 お客様が提供するいかなる情報も、 お客様に対してなん ら義務
も負う こ とのない、 自ら適切と信ずる方法で、 使用も し く は配布する こ と
ができる ものと します。

本書において Lenovo 以外の Web サイ ト に言及している場合があ り ますが、
便宜のため記載しただけであ り 、 決してそれらの  Web サイ ト を推奨するも
のではあ り ません。 それらの Web サイ ト にある資料は、 この Lenovo 製品の
資料の一部ではあ り ません。 それらの  Web サイ トは、 お客様の責任でご使
用ください。

この文書に含まれるいかなるパフ ォーマンスデータも、 管理環境下で決定
されたものです。 そのため、 他の操作環境で得られた結果は、 異なる可能
性があ り ます。 一部の測定が、 開発レベルのシステムで行われた可能性が
あ り ますが、 その測定値が、 一般に利用可能なシステムのものと同じであ
る保証はあ り ません。 さ ら に、 一部の測定値が、 推定値である可能性があ
り ます。 実際の結果は、 異なる可能性があ り ます。 お客様は、 お客様の特
定の環境に適したデータを確かめる必要があ り ます。

コンピュータに付属しているすべてのマニュアルに記載されているソフ ト
ウェアインターフ ェースやハー ド ウェア構成は、 お客様が購入した実際の
コンピュータの構成に一致しないこ とがあ り ます。

輸出区分に関する注意事項

本製品は米国輸出管理規則 （EAR） に準じ、 輸出区分管理番号 （ECCN） 
4A994.b に該当します。 EAR E1 の国リ ス ト に記載された禁輸国を除き、 再
輸出する こ とができます。
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付録 A. 特記事項
無線関連の情報  - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 

無線相互運用性

無線 LAN PCI Express Mini カー ドは、 DSSS (Direct Sequence Spread 
Spectrum)、 CCK (Complementary Code Keying)、 OFDM (Orthogonal 
Frequency Division Multiplexing) の各無線技術に基づ く無線 LAN 製品と
相互運用可能なよ う に設計されてお り 、 以下の規格に準拠しています。

• IEEE (Institute of Electrical and Electronics Engineers) によ って策定され承

認された、 無線 LAN に関する  IEEE 802.11a/b/g/n 規格。

• Wi-Fi Alliance によ って規定された、 Wireless Fidelity (WiFi） 認定。

Bluetooth ド ーターカー ドは、 Bluetooth SIG によ って規定された Bluetooth 
Specification 2.1 + EDR に準拠する、 あ らゆる  Bluetooth 製品と相互運用可能な
よ う に設計されています。 Bluetooth ド ーターカー ドでは以下のプロフ ァ イル
がサポー ト されています。

• Generic Access

• Service Discovery

• Serial Port

• Dial-up Networking

• FAX

• LAN Access using PPP

• Personal Area Network

• Generic Object Exchange

• Generic Object Push

• File Transfer

• Synchronization

• Audio Gateway

• Headset

• Printer

• Human Interface Devices (Keyboard/Mouse)

• Basic Image

• Handsfree

• AV
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付録 A. 特記事項
使用環境と人体への影響

無線 LAN PCI Express Mini カー ド と  Bluetooth ド ーターカー ドは、 他の無
線機器と同様に無線周波電磁エネルギーを放出します。 しかし、 放出され
るエネルギーのレベルは、 たとえば携帯電話などの無線機器によ って放出
される電磁エネルギーよ り もはるかに小さいものです。

無線 LAN PCI Express Mini カー ド と  Bluetooth ド ーターカー ドは、 無線周
波の安全性規格準や勧告に記載されているガイ ド ラ インの範囲内で動作す
るため、 Lenovo は、 内蔵の無線カー ドが家庭で安全にご使用いただける と
考えてお り ます。 これら の規格と勧告には、 科学団体の共通見解と、 広範
な研究文献を絶えず調査および分析している科学者の委員会による審議の
結果が反映されています。

状況や環境によ っては、 無線 LAN PCI Express Mini カー ド または 
Bluetooth ド ーターカー ド の利用が、 建物の所有者または組織の責任者に
よ って制限される こ とがあ り ます。 たとえば以下のよ うな状況が考え られ
ます。

• 飛行機の搭乗中または病院内での内蔵無線カー ド の使用。

• 他の機器やサービスに対して、 有害な干渉を与える危険がある と考え られ
るその他の環境。

特定の組織 （空港や病院など） での無線機器の使用に関して適用されるポ
リ シーが不明な場合は、 コンピュータの電源を投入する前に、 無線 LAN 
PCI Express Mini カー ド または Bluetooth ド ーターカー ド の使用許可を得る
こ と をお勧めします。

モバイルブロー ドバン ド に関連する安全情報

1 可燃性の高いエリ ア （例 ： ガソ リ ンスタン ド ） や爆破物の近く でモバイ

ルブロー ドバン ド機能を使用しないで ください。 滅多にないこ とです
が、 モバイルブロー ドバン ドは、 他の携帯電話ネッ ト ワークデバイスと
同様、 火花を発生する こ とがあ り ます。

2 雷雨の際は、 戸外でモバイルブロー ドバン ド機能を使用しないで くださ

い。
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付録 A. 特記事項
3 多く の航空会社では、 搭乗中、 特に離陸着陸時にモバイルデバイスの使用を

禁止しています。 コンピュータ内蔵のモバイルブロー ドバン ドモジュールは
低電力無線ト ランシーバです。 これがオンになっている と、 断続的に無線周
波エネルギーを受信し伝送するので、 航空機の通信やナビゲーシ ョ ンシステ
ムの動作に干渉を生じる恐れがあ り ます。 モバイルブロー ドバン ド の使用に
ついては、 航空会社の規則または規制を参照して ください。 特に許可を得て
いる場合を除き、 コンピュータのモバイルブロー ドバン ド機能を有効にしな
いで ください。

4 コンピュータを病院で使用する場合は、 制限事項に従って ください。 病院内

の機器には高度な機能を持ち、 電磁干渉を受けやすい機器があ り ます。 許可
を得ないで医療機器の近くでモバイルブロー ドバン ド機能を有効にしないで
ください。

5 モバイルブロー ドバン ド通信は、 体内に植え込まれた心臓ペースメーカーや

その他植え込み式医療機器の動作に影響を及ぼすこ とがあ り ます。 心臓ペー
スメーカーを植え込んでいる患者は、 このコンピュータのモバイルブロー ド
バン ド機能が植え込まれた機器の誤動作を引き起こす可能性がある こ とをよ
く知ってお く必要があ り ます。 干渉が生じているかもしれないと思う場合
は、 直ちにコンピュータの無線を無効にし、 医者に問い合わせて ください。

6 コンピュータ内蔵のモバイルブロー ドバン ド モジュールは、 ボイスコー

ルをサポー ト していないので、 重要な通信のために使用する こ とはでき
ません。 したがって、 重要な通信ではこのデバイスに依存しないで くだ
さい。
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付録 A. 特記事項
TV チューナー情報 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 

TV チューナーオプシ ョ ンを搭載している製品

以下の注意事項は、 屋外アンテナやケーブル /CATV システム、 またはそ
の両方に接続し、 北米で設置する目的の  TV チューナーデバイス搭載製品
に当てはま り ます。 屋外アンテナおよびケーブル /CATV システムに接続
する機器を設置する場合、 米国外のユーザーおよび設置作業員はその国の
規則および条例に従って ください。 その国の規則が適用できない場合、
ユーザーおよび設置作業員は以下のよ うなガイ ド ラ インに従う こ と を推奨
します。

TV チューナーは TNV-1 回路にのみ接続する。

同軸ケーブルを  TV チューナーに取り付ける場合、 金属シールド を建物の
保護用接地システムにし っか り と接地する。

CATV システムの設置作業員への注意事項

この注意事項は、 CATV システムの設置作業員が、 米国電気規則 （NEC）
の 820-40 条に準拠するよ う注意を促すためのものです。 この条項は正しい
接地についてのガイ ド ラ インを提供してお り 、 特に、 ケーブル接地は実際
にできるだけケーブル入力ポイン ト に近い場所で、 建物の接地システムに
接続する こ と を明記しています。
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付録 A. 特記事項
アンテナの接地例

以下の注意事項はすべての国と地域に当てはま り ます。

危険 ：
• 屋外アンテナの接地

屋外アンテナやケーブルシステムが装置に接続されている場合、 アン
テナやケーブルシステムを接地して、 電圧サージと蓄積された静電気
帯電から保護されるよ う にして ください。

• 雷

雷雨から この装置を保護するするため、 また、 長期間放置した り使用
しなかった りする場合、 壁のコンセン ト からプラグを抜き、 アンテナ
やケーブルシステムを切断して ください。 こ うすれば、 雷や送電線の
サージによるビデオ製品の損傷を防ぐこ とができます。

接地ク ランプ

アンテナ引込み線

アンテナ放電ユニッ ト （NEC セクシ ョ ン  810-20）

接地コンダクタ （NEC セクシ ョ ン  810-21）

電源サービス接地電極システム （NEC 記事 250、 パー ト  H）

接地ク ランプ

電子サービス機器

a

c

b

de

f

g

a

b

c

d

e

f

g

�
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付録 A. 特記事項
• 送電線

屋外アンテナシステムは、 架空送電線の近く 、 またはそのよ うな送電
線や回路の影響を受ける場所には設置しないで ください。 屋外アンテ
ナシステムを設置する場合は、 送電線や回路に触れないよ う に特に注
意して ください。 触れる と致命傷を負う恐れがあ り ます。

クラス l 機器をケーブル配線ネッ ト ワークに接続する際の危険

ノルウェー国内においてケーブル配線システムに接続する ク ラス  l 機器で
は、 同軸ケーブルのスク リーンは保護用接地から直流的に絶縁する必要が
あ り ます。

• ケーブル配線システムへの接続は、 直流アイソレータを通して行って くだ
さい。
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付録 A. 特記事項
WEEE と リサイクル宣言  - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 

全般的なリサイクル宣言

Lenovo は、 情報技術 （IT） 機器の所有者に、 機器が不要になったときに責
任をも って リサイ クルする こ と をお勧めしています。 Lenovo は、 機器の所
有者が IT 製品を リサイ クルするのを支援する さまざまなプログラムおよび
サービスを提供しています。 製品リサイ クルに関する情報は、 Lenovo のイ
ンターネッ トサイ ト よ り確認できます。
http://www.lenovo.com/lenovo/environment/recycling/

Turkish statement of compliance - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 

The Lenovo product meets the requirements of the Republic of Turkey 
Directive on the Restriction of the Use of Certain Hazardous Substances in 
Electrical and Electronic Equipment (EEE).

Türkiye EEE Yönetmeliğine Uygunluk Beyanı  - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 

Bu Lenovo ürünü, T.C. Çevre ve Orman Bakanlığı’nın “Elektrik ve Elektronik 
Eşyalarda Bazı Zararlı Maddelerin Kullanımının Sınırlandırılmasına Dair 
Yönetmelik (EEE)” direktiflerine uygundur.
EEE Yönetmeliğine Uygundur.
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付録 A. 特記事項
ヨーロ ッパ連合 （EU） の WEEE 宣言  - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 

WEEE マークは EU 諸国と ノルウェーにのみ適用されます。 この機器には、
EU 諸国に対する廃電気電子機器指令 2002/96/EC (WEEE） のラベルが貼
られています。 この指令は、 EU 諸国に適用する使用済み機器の回収と リサ
イ クルの骨子を定めています。 このラベルは、 使用済みになった時に指令
に従って適正な処理をする必要がある こ と を知らせるために種々の製品に
貼られています。

WEEE 指令の付則 (Annex) IV 規則によ り マーク された電気 / 電子機器 
(EEE) の使用者は、 使用済みの電気 ・ 電子機器を地方自治体の無分別ゴミ
と して廃棄する こ とは許されず、 機器に含まれる有害物質が環境や人体へ
与える悪影響を最小に抑えるためにお客様が利用可能な廃電気 ・ 電子機器
の返却、 リサイ クル、 あるいは再生のための回収方法を利用しなければな
り ません。 WEEE の詳細については、 下記の URL
(http://www.lenovo.com/lenovo/environment/recycling/) にアクセスし
て ください。
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付録 A. 特記事項
日本のリサイクルに関して  - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 

本機器またはモニターの回収リサイクルについて

企業のお客様が、 本機が使用済みとな り廃棄される場合は、 廃棄物処理法
の規定にしたがって廃棄して ください。 本機は産業廃棄物と して、 地域を
管轄する県知事あるいは、 政令市長の許可を持った産業廃棄物処理業者に
適正処理を委託する必要があ り ます。 また、 弊社では資源有効利用促進法
に基づき使用済みパソ コンの回収および再利用 ・ 再資源化を行う 「PC 回収
リサイ クル ・ サービス」 を提供しています。 詳細は、 Lenovo Web サイ ト
までアクセスして ください。
www.ibm.com/jp/pc/service/recycle/pcrecycle 
http://www.ibm.com/jp/pc/service/recycle/pcrecycle

資源有効利用促進法によ り 、 家庭で使用済みとなったパソ コンのメーカー
等による回収再資源化が 2003 年 10 月 1 日よ り スター ト しました。 この
サービスは、 2003 年 10 月 1 日以降に販売された、 家庭で使用済みとなった
パソ コンに対しては無料で提供されます。 詳細は、 Lenovo Web サイ ト ま
でアクセスして ください。
www.ibm.com/jp/pc/service/recycle/personal
http://www.ibm.com/jp/pc/service/recycle/personal
36



付録 A. 特記事項
Lenovo 製パソコンの内部部品の廃棄について

日本で販売されている  Lenovo 製のパソ コンには、 重金属などの環境に影
響を与える物質が含まれている場合があ り ます。 プ リ ン ト基板や ド ラ イブ
などの使用済み内部部品を適切に廃棄するために、 上記の方法に従って使
用済みパソコンの回収と リサイ クルを行って ください。

Lenovo 製ノー トパソコンのバッテリパックの廃棄について

Lenovo 製ノー ト パソ コンには、 リチウムイオンバッテ リパッ クまたはニッ
ケル水素バッテ リパッ クが搭載されています。 企業のお客様が、 Lenovo 製
ノー ト パソ コンが使用済みとな りバッテ リパッ クを廃棄される場合には、
レ ノボ ・ ジャパンの営業、 サービス、 マーケテ ィ ング担当者にご連絡いた
だき、 指示に従って ください。 また、 以下の  URL でも廃棄手順をご覧にな
れます。

www.ibm.com/jp/pc/environment/recycle/battery
http://www.ibm.com/jp/pc/environment/recycle/battery

Lenovo 製ノー ト パソ コンを家庭でご使用になってお り 、 バッテ リパッ クを
廃棄する必要がある場合には、 地方自治体の条例 ・ 規則に従って ください。
また、 以下の  URL でも廃棄手順をご覧になれます。
www.ibm.com/jp/pc/environment/recycle/battery 
http://www.ibm.com/jp/pc/environment/recycle/battery
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付録 A. 特記事項
米国のユーザー向けの注意事項 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 

カ リ フ ォルニア州での過塩素酸塩の取り扱いについて :
コ イン型 CR （二酸化マンガン） リチウム電池を使用する製品には、 過塩
素酸塩が含まれる こ とがあ り ます。

過塩素酸塩には、 特別な処理が適用される場合があ り ます。

http://www.dtsc.ca.gov/hazardouswaste/perchlorate を参照して くださ
い。

台湾のユーザー向けの注意事項  - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 

台湾リサイクル明示

Lenovo 製品サービス情報 
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付録 A. 特記事項
日本の VCCI クラス B 宣言  - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 

日本の高調波電流規格の準拠宣言  - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 

電源に接続し、 1 相あた り の定格が 20A 以下のすべての製品で、 IEC 
61000-3-2 高調波規格への準拠の表示が必要です。

韓国のクラス B  - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 
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付録 A. 特記事項
ハー ドディスク上のデータ消去に関するご注意 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 

最近、 パソ コンはオフ ィ スや家庭などで、 いろいろな用途に使われるよ う
になってきています。 これら のパソ コンの中のハー ドディ スク とい う記憶
装置に、 お客様の重要なデータが記録されています。 従ってそのパソ コン
を譲渡あるいは廃棄する ときには、 これら の重要なデータ内容を消去する
とい う こ とが必要とな り ます。

ハー ドディ スク上のソフ ト ウェア （オペレーテ ィ ングシステム、 アプ リ
ケーシ ョ ンソフ ト ウェアなど） を削除する こ とな く パソ コンを譲渡する と、
ソ フ ト ウェアラ イセンス使用許諾契約に抵触する場合があ り ます。 使用許
諾契約の条件を確認いただ く こ と をお勧めします。

ただし、 このハー ドディ スク内に書き込まれたデータを消去する とい うの
は、 それほど簡単ではあ り ません。

「データを消去する」 とい う場合、 一般に

• データを 「ごみ箱」 に移動し、 「ごみ箱を空にする」 コマン ド を使う

• 「削除」 コマン ド を使う

• ソフ ト ウェアで初期化 （フ ォーマッ ト ） する

• プリ インス ト ールされている リ カバリープログラムを使い、 工場出荷状態
に戻す

などの作業をする と思われますが、 これら のこ と をしても、 ハー ドディ ス
ク内に記録されたデータのフ ァ イル管理情報が変更されるだけで、 実際に
データが消された状態にはな り ません。 つま り 、 一見消去されたよ う に見
えますが、 Windows などのオペレーテ ィ ングシステムのも とで、 それら の
データを呼び出す処理ができな く なっただけです。 そして、 本来のデータ
は残っている とい う状態にあるのです。 したがって、 特殊なデータ回復の
ためのソフ ト ウェアを利用すれば、 これら のデータを読みと る こ とが可能
な場合があ り ます。 このため、 悪意のある人によ り 、 このパソ コンのハー
ドディ スク内の重要なデータが読みと られ、 予期しない用途に利用される
おそれがあ り ます。

パソ コンの廃棄 ・ 譲渡等を行う際に、 ハー ドディ スク上の重要なデータが
流出する とい う ト ラブルを回避するためには、 ハー ドディ スクに記録され
た全データを、 お客様の責任において消去する こ とが非常に重要とな り ま
す。 消去するためには、 ハー ドディ スク上のデータを金槌や強磁気によ り
物理的 ・ 磁気的に破壊して読めな く します。 または、 専用ソフ ト ウェアあ
るいはサービス （共に有償） をご利用にな られる こ と を推奨します。
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商標
Lenovo は、 Lenovo の日本およびその他の国における商標です。

Microsoft および Windows は、 Microsoft Corporation の米国およびその他
の国における商標です。

他の会社名、 製品名およびサービス名等はそれぞれ各社の商標です。
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